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第 30 回豊洲五丁目マンション自治会通常会議
／第 154 回豊洲五丁目地区合同協議会 議事録 

（豊洲五丁目マンション自治会・豊洲五丁目地区開発協議会・他） 

承 認 検 印 起 票 

  07/12 

小 山 

日 時 令和２年 7 月 11 日（土曜日）10：00～12：00 

於：ZOOM 会議  

出 席 ※敬称略 
＜豊洲地区 1-1 街区開発 熊谷組定期報告＞ 

 (株)熊谷組：尾関 
＜豊洲五丁目マンション自治会、他＞ 
メトロ１：細見（本会副会長）、岩藤、小山（本会会長）、 

     石井（本会会計） 
メトロ２：田村理事長（本会副会長）、 

池田（本会事務局）、加藤（同左） 

グラン： 和田理事長（本会副会長）、 
早稲田（本会監事）、陣内（本会事務局） 

パークホームズ：大和田（本会副会長）、品川、竹田 

オーベル：寺川専務理事（本会副会長兼事務局長） 
シエル  近澤理事長、粟国 
＜傍聴＞ 

鈴木区議 
（計１８名） 

記録 

 

 小山 

議 題 1 地域開発関係、他     ４ その他 

2 地域活動関係       ５ 活動報告 

3 自治会運営関係       

資 料 「豊洲地区 1-1 街区開発計画新築工事 2020 年７月度月間工程表」「各議題説明資料」 

はじめに： 

コロナ対策として、本会議は４月、５月、６月ともメールによるネット会議を実施したいた

が、テキストだけのやりとりでは充分意思が伝わらず、また本会の特長としていた自由な傍聴

行えず、参加者も少なくなり、かなり制限された情報交換となってしまった。またコロナの状

況はまだ当分続くと思われる。よって今回は初の ZOOM 会議に挑戦することになった。 

実施にあたっては各メンバーそれぞれに機材の購入、セッティング、ソフトのトレーニング

など相当な努力を払い、また事前のテストミーティングを数度行うなど準備をし、本番に臨ん

だ。この結果、予想以上にスムーズに進行し、リアルな会議に近いコミュニケーションを得ら

れたと思う。また災害時の連絡ツールの一つとしても可能性が見えてきた。次回も ZOOM 会議

を予定している。 

 

議題１， 地域開発関係、他 

（１） 豊洲地区 1-1 街区開発 熊谷組定期報告（ (株)熊谷組） 

【概要】工程表に基づく所定の報告。７月間の予定 

A 工区、B 工区とも予定通り PC 工事、内装工事（サッシ取り付け、置床、間仕切り）を進

めている。 

【質疑】 

 タワークレーンが揺れていて怖い。 

 → 揺れることで風の力を分散している。ご心配なく。 

 

（２） 西小増築工事定期報告（テッケン JV） 

事前の工程表配布により説明にかえる。なお工事遅延が生じ、このため下記の配慮を条件
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に８月１０日(月)の祝日以降の祝祭日を作業日にする旨の容認依頼あり。 

 作業時間・・・午前８:３０～午後５:３０迄(片付けも含む) 

 搬出入車両の禁止（※通勤車両のみの入退場とします） 

 極力騒音・振動作業を実施しない。 

隣接の都営さん、メトロ２さんに確認したところ、承諾していただいたため、本会として

も承諾とした。 

 

議題２， 地域活動関係 

（１） 今年の地域防災訓練の開催について（9/13） 

災害はどのような状況でもあり得るため防災訓練は継続すべき。特に五丁目の防災訓練は

リモートが特長なので、現在のコロナ禍においてタイムリー。密にならない事を条件に今年

も開催することを本会の主旨し、企業に打診することにした。企業の回答を確認できたら具

体的な企画を進める。開催予定日は９月１３日とする。 

 

（２） スミラブ投薬報告 

6 月 20 日に大和田副会長、寺川事務局長、小山で 3 回目の投薬を実施。次回は 7 月 12 日

8 時に実施する予定。 

 → 追記：１２日予定通り実施。この折、入手した防犯パトロール用のジャケットを装着。

本会のネームがはいったユニフォームでの初の活動となる。 

 

（３） 街づくりニュース制作開始 

制作開始の時期になった。今年も 8 月 31 日発行を目指す。これから掲載事項の整理を開

始し、次回の通常会議にはドラフトを報告できるようにしたい。掲載にふさわしいトピック

スがあったらお知らせ下さい。 

 

議題３， 自治会運営関係 

（１） （仮称）メール配信規約（案）ドラフトの検討 

→ 配信停止を要望された方は、台帳からの削除も行うことも含める。 

→ 個人情報の観点から、台帳管理の方法についても規定すべきだとの意見が出された。 

→ 出来次第、改訂版を提出する。 

（２） 自治会ユニフォームデザイン（案）の確認 

 → ベストの色はシアンとする。ネームのサイズを小、大、及びそれぞれのネーム色を白、

及び黒とした場合のシミュレーションを次回提出する。 

 

（３） 防犯パトロール支給資機材の納品と活動開始方法 
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 → 支給資機材一式が６／３０に納品された。（寺川事務局長が受取に行かれた。）内容は以

下のとおり。 

→ 実際の活動については、まず試験的なパトロールを行うこととする。月の後半の平日８時

開始とする条件で、試験パトロールの企画案を次回検討する。なお、当日には深川警察署か

ら防犯パトロールのアドバーザーをお呼びし、パトロールのポイントなど教えていただきな

がら実施の予定。 

 

（４） 赤十字会員増強運動の協力依頼 

→ ご担当の地域振興課に内容をうかがったところ、赤い羽根募金と同様、募金活動が伴うこ

とが判明したため、本会の事情と考え方を説明し対応方法を話合った。この結果、住民が直

接募金できる仕組みを作れば、協力は可能であるという結論に達し、本会議でメンバーの合

意が得られれば、具体的な方法を検討することとなった。 

【結果】上記の主旨で合意した。この旨地域振興課に報告し、具体案をお願いする。また今

後の対応のため、募金や寄付活動が、赤い羽根や赤十字の他にあるのかうかがって見ること

とした。 

 → 後日、以下の回答をいただいた。 

地域振興課から町会・自治会様あてにご協力のお願いをさせていただいているのは日本赤十

字社の活動資金のみ。この他は、江東区社会福祉協議会の赤い羽根共同募金、会員費、歳末

助け合い募金。（7/15 追記） 

 

（５） 豊洲地区町会自治会連合会入会検討 

→ 地域振興課からの入会のお勧め、及び組織図、会費、オリ・パラ組織委員会説明会時の模

様などを小山から紹介／説明した。入会の意義がまだ充分理解できず、現段階ではそれぞれ

の理事会に説明ができないとして、引き続き検討を続けることとした。 

 

（６） メトロ１新副会長の承認願い 

→ 本年度のメトロコープ第一豊洲管理組合より本会の副会長として岩藤副理事長が推挙され

た。この結果、全員異議なしの賛同を得、本会規約第１４条に則り岩藤副会長として選任さ

れた。なお、細見前副会長はサポートとしてしばらくご出席いただけることになった。 

 

議題４， 各種活動報告、案内等、その他 

（１） 7/10 運ルネ総会報告 

 → 小山の会長代行、今年の水彩まつりの中止が決定された。また新会員として２団体（東

京観光遊漁船協議会、TOKYO SIDE-B）が加わり、会員数は２８となった。 

 

（２） 月報等：長寿サポートセンター＜介護予防通信＞ 深川消防書＜ちいきぼうさい 7 月号＞ 

 

（３） 防災計画書印刷補助金 

 ＜メトロ１からの情報共有＞ 

メトロ１災害協力隊において、現在防災計画書の見直しを行っているところ、防災課よ
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り耳寄りな情報が入った。すなわち防災計画書の作成（新規・改訂・仕様の如何を問わず）

に残余金の返却不要の補助金（委託費）がいただける事。五丁目の災害協力隊各隊の防災計

画書はそろそろ見直しの時期になっていると思われるので参考されたい。 

 

議題５， 活動報告 
06/17 豊洲町会総会議決権行使開票 立会い 07/01 昭和大事務部長管理課長赴任挨拶ご来訪 

06/18 東ガス来訪 07/08 地域振興課来訪 赤十字協力の検討 

06/20 スミラブ投薬（寺川、大和田、小山） 07/09 深川警察来訪 防犯パトロール 

06/21 ZOOM テスト会 07/10 三井不動産来訪 

07/01 西小青木新校長挨拶訪問   
 

 
次回開催 8 月 8 日（土） １０：００ 次回も ZOOM 会議とする     

以上 


